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論文表題  熱可塑性樹脂を用いたノンメタルクラスプデンチャーの設計に関する指標の確立 
－クラスプと床のデザインに関する検討－ 

























して，PMMA 系レジンよりもポリエステル系の ESB の方がバイオフィルムの形成量も少なく，除去率
も高いという結果が得られた。また，それには材料の親水性および唾液成分の吸着性が影響しているも
のと考えられた。水槽中でのクラスプの繰り返し着脱試験では，EST，ESB で作製したクラスプの維持
力はPMMA系レジンよりも著しく低い値を示したものの，より長期にわたって維持力を示した。また，
ESTはESBよりも高い維持力を示したが，破壊までの期間は短かった。両側遊離端の少数歯欠損を想定
したシミュレーション実験では，負担分布と義歯の動揺，歪みの観点から，EST，ESB では義歯床の厚
みをやや大きくすることによって，荷重側の負担圧を非荷重側に分散することができたが，金属による
補強は負担圧の均等化には効果がなかった。また，床の後縁を短くしても負担圧に影響がなかった。 
【結論】 
上顎両側遊離端欠損症例において，ESBは幅を広く設定すればノンメタルクラスプデンチャーの鉤腕
として臨床応用可能であり，義歯床を厚く設定することによって機能圧を非荷重側に分散できることが
示唆された。 
 
 
